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ゃ
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た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
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フ
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ラ　

フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　

ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

３０KamiKami３１

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

ひ
め

く
ん

コ
ち
ゃ
ん

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

申し込みは誕生月の前月１日まで 。     

　　総務課    ☎５３－３１１２問

や
な
せ
た
か
し

Ｃゆ
ず
ぼ
う
や

ご応募をおまち

しています

◆
高
知
工
業
高
等
専
門
学
校

　

成
果
発
表
会

　

高
知
工
業
高
等
専
門
学
校
生

の
卒
業
研
究
成
果
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
広
く
公
開
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
課
題
を
見
出

し
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
働
し

て
解
決
策
を
考
察
・
実
践
す
る

授
業
『
地
域
協
働
演
習
』
の
成

果
発
表
会
を
あ
わ
せ
て
開
催
い

た
し
ま
す
。
地
域
を
フ
ィ
ー
ル

ド
と
し
て
、
学
生
と
地
域
と
の

『
協
働
』
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ

に
よ
っ
て
、
課
題
解
決
を
図
っ

た
成
果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
１
月
29
日(

土)
13
時
～
15
時
30
分

※

開
催
時
間
は
予
定
で
す
。
学
校
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
場
所
】

高
知
工
業
高
等
専
門
学
校

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
工
業
高
等
専
門
学
校
学
生

課
教
務
係

掲　

示　

板

　　
(山田高校マンガ部)

た
だ
い
ま

真
っ
白
に
な
り
ま
す
。
湖
が
凍

っ
て
、
空
に
雪
が
舞
っ
て
、
白

鳥
と
の
壮
大
な
雪
景
色
は
ロ
マ

ン
チ
ッ
ク
な
絵
巻
を
形
成
し
て
、

人
の
心
が
晴
れ
や
か
に
な
り
、

目
を
楽
し
ま
せ
ま
す
。
も
し
香

美
市
の
皆
さ
ん
が
威
海
に
旅
行

に
来
た
ら
、
ぜ
ひ
見
逃
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　

私
は
書
道
が
好
き
で
す
。
中

国
で
書
道
は
『
紙
上
太
極
』
と

呼
ば
れ
、
書
道
を
学
ぶ
こ
と
は

人
を
『
静
』
に
し
、
知
識
を
豊

富
に
し
、
人
の
専
念
、
細
心
、

忍
耐
と
根
性
な
ど
の
優
秀
な
人

格
を
形
成
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

人
の
全
体
的
な
素
質
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
書
道
の
練

習
中
に
古
詩
詞
を
た
く
さ
ん
勉

強
し
て
、
漢
字
の
仕
組
み
と
筆

画
の
動
き
と
力
を
考
え
る
練
習

を
し
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

早
く
香
美
市
の
皆
さ
ん
に
お

会
い
し
た
い
で
す
。

No.１７６

　

香
美
市
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に

ち
は
、
私
は
ワ
ン
・
シ
ャ
オ
チ

ェ
ン
と
申
し
ま
す
。
高
知
工
科

大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
の

留
学
生
で
す
。
ま
だ
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
日
本
に
入
国
で
き
な
い

の
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
学
ん
で

い
ま
す
。

　

私
の
故
郷
は
山
東
省
威
海
市

で
す
。
こ
こ
の
気
候
は
穏
や
か

で
、
風
景
が
美
し
く
、
名
所
旧

跡
が
多
い
で
す
。
有
名
な
の
は

赤
山
景
勝
地
、
環
翠
楼
公
園
、

白
鳥
湖
な
ど
で
す
。
そ
の
中
で

白
鳥
湖
は
ア
ジ
ア
最
大
の
白
鳥

冬
季
生
息
地
で
す
。
毎
年
11
月

か
ら
、
北
方
の
白
鳥
、
雁
、
鴨

が
続
々
と
こ
こ
に
飛
ん
で
越
冬

し
、
多
い
時
に
は
翌
年
の
１
月

で
、
数
万

羽
に
達
し
、

群
れ
に
な

っ
て
、
湖

面
全
体
が

ワ
ン
・
シ
ャ
オ
チ
ェ
ン(

王

倩)  

　
　
　
　

中
国
／
山
東
省
威
海
市
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◆
放
送
大
学

　

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
は
、
４
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、
約
９
万
人
の
学
生
が
、
大

学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽

し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的

で
学
ん
で
い
ま
す
。

◆
テ
レ
ビ
で
授
業
を
行
っ
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
学
生
は
そ
の

授
業
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
好

き
な
と
き
に
受
講
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

◆
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学

な
ど
、
約
３
０
０
の
幅
広
い
授

業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
卒
業
す
れ
ば
学
士
の
学
位
を

取
得
で
き
ま
す
。

の、前測量、村の井口を確定させて、西の川芳野

堰へ掘削を開始する人海戦術で地山に挑む。石を

割り積み、土は鍬とモッコ、竹ザルで運び、小谷

は松樋を使ったであろう。大土木工事である。新

田開発の経験と資金提供は肥後守以外にないと思

われる。急崖も通る四尺ほどの土水路であった。

　早春の田役は村人総出で、赤土を足して補強す

るのは、風物詩だった。梅雨時や台風で土石が水

路を塞ぐと大変、石垣は一夜で崩れてしまう。蓑

姿の数人が見回ったであろう。

　肥後守は、８００石を給されて芳野に居城したが、

土居館、芳野城築城、菩提寺『願成寺』建築、一

族居宅、家臣岡村氏や門田氏の居宅建築など多難

を克服したのではと想像される。加えて、肥後守

は朴ノ木村政所で代官政務を執るのである。

　後継者である、野中三郎左衛門孝親は、元親軍

の四国平定に武勇の士で名を残したが、先代肥後

守の基盤整備の上に立って働けたのである。肥後

守の業績は、評

価されてしかる

べしと思うので

ある。

（香美市文化財保

護審議会・岡村）

　野中肥後守貞吉は、天文年間（１５４３～５１）

鉄砲が種子島に伝来した頃の武人である。

　山田氏が長宗我部国親に追われた時、野中肥後

守は、神母木地区の間村で韮生口を抑えていた。

合戦二日目、談議所城主山田監物長秀は、１００騎

ほどで５００騎ほどに合戦を挑んで敗れた。この際、

野中一統は駆けつけておらず、国親に韮生衆の侍

頭に任じられていることからすると、長宗我部に

応じたのかもしれない。この合戦は、山田元義が

追放され終わる。

　長宗我部地検帳には、陰野村字『野中肥後新

開』があり、林田村や狭間村、高柳村にも一族の

給地が多く見える。天正十六年(１５８８)の芳野

村・尾川村は、野中肥後守の給地になっているの

で、肥後守が韮生郷代官に任じられた芳野築城は、

それ以前のことになる。芳野村田分五町七反、尾

川村七反ほどが記録されている。

　芳野村の元水源は小吉野谷で、奥が浅いため干

ばつには苦労し、収穫も不安定であったと考えら

れる。水田の大部分は芳野井開削以降であろう。

春から秋へは、田畑を耕すため、晩秋から早春へ

第３１回  野中肥後守貞吉と吉野(芳野)村開発

中 後守貞 ４３ ５１）

開発

ゆ

みの

きゅうがい

◆
放
送
授
業
１
科
目
の
授
業
料

は
１
万
１
千
円
（
入
学
金
は

別
）
。
半
年
ご
と
に
学
ぶ
科
目

分
だ
け
の
授
業
料
を
払
う
シ
ス

テ
ム
で
す
。

◆
半
年
だ
け
在
学
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

◆
全
国
に
ミ
ニ
キ
ャ
ン
パ
ス
と

言
え
る
学
習
セ
ン
タ
ー
・
サ
テ

ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど

の
学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

◆
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
請
求
く

だ
さ
い
。

◆
出
願
期
間
は
、
第
１
回
２
月

28
日
ま
で
、
第
２
回
は
３
月
15

日
ま
で
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

放
送
大
学
高
知
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
・
８
４
３
・
４
８
６
４

▲昭和３０年頃の田役（吉野）
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